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１．はじめに 

5mm 以下の微細なプラスチック類が国内及び海外の河川，海洋環境で観測されている．これらはマイクロプラスチッ

ク（以下 micP とする）と呼ばれており，生態系への影響が特に問題視されている 1)．このように問題点が指摘される

micP は既往研究では国内河川から年間 223 トン排出されているとの予測結果もあり 2)micP を減らすことは海洋を含む
水域の環境保全にとって喫緊の課題であるといえる．そこで本研究では日本国内の 43 河川を対象に流域内の社会経済
及び環境の特徴を表す指標が河川中のmicPとどのように関係性があるかを調べ，重回帰分析を用いて指標からmicP量
の推定手法を検討することを目的とした． 
２．研究手法の説明 

図-1に研究フローを示す．河川中のmicPを流域の特性を表す指標（人口など）を用いて重回帰分析を行うことで推定
式を作成する． 表-1に示す 14個のうちどの指標が河川中のマイクロプラスチック量の因子となるのかを特定する． 
（手順 1）今回の研究で用いる河川中の micP 観測データは東京理科大学の二瓶らが行った既往研究 2), 3)で観測したデ

ータを頂いて使用した． 

（手順２）流域の特性を表す指標を作成する．今回

は既往研究で用いられていた流域指標をまず候補と

して取り入れ，加えていくつかの指標を独自に取り

入れた．表-1 に示すように，これらの指標を三つの
グループに分けた．多くの研究では人口を主なmicP
発生源として活用しているが， 本研究では世界銀行
提供の国別のごみ管理データと GDP の関係性をも

とに GIS 人口密度データを用いた未管理のごみ（い
わゆるポイ捨てなど）の GIS データである MPW
（Mismanaged Plastic Waste）4)を活用した．具体的に

はごみの発生量と GDPには正の相関，ごみの管理率
とは負の相関がある．この二つの関係性から GDPに
応じた一人当たりのごみの排出量と管理率を推定し

て一人当たりの MPW を求め，人口の GIS データに
その値をかけることで推定されたデータである．分

解指標について，既往研究で micP観測値と BODの
間に相関があったもののあまり多くの研究で推定に

用いられていなかった． 本研究では BODに加えて，
micPがプラスチックから生成されるのに長い時間か
かることからごみが集積しやすいと思われる地形・

施設をいくつか指標に取り入れた． 
（手順 3）本研究で推定に用いるデータ数（n=43）に
対して指標の数が多すぎると判断し，指標の数を減

らした．まず各指標の多重共線性の有無を調べるた

めにVIFを計算し，10以上の時にその指標を除いた．
次に変数減少法を行った．初めにすべての指標を使

って重回帰分析を行い，p値の高い指標を取り除き再
び重回帰分析を行う．これを決定係数Ｒ2が減少に転
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図-1 研究フロー重回帰分析に用いた指標と説明 
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じたところで終了した．通常は全ての指標の p値が基準値(0.05)未満になることが重回帰分析終了の基準だが，できるだ
け多くの指標との関連性を確認するため決定係数を基準に行った．指標が選ばれなかった理由は表-1の「使用しない理
由」で説明しており，p値の手前の番号は変数減少法で除いた順番である． 
（手順 4）観測値と残った指標を用いて重回帰分析を行い，その結果をもとに考察を行った． 
 ．結果    

表-2 には本研究で選択した指標の係数と，それ
を補正した標準化係数及び p値を示した．図-2，
3 はマイクロプラスチックの観測結果と重回帰分
析による推定結果の関係性をグラフにプロット

したものである．  
 重相関については，micP個数・質量推定値はど
ちらも 0.5弱の値を示した．また補正決定係数 R2

は 0.1 よりも高い値を示した．この結果からこれ
らのモデル式は正確な micP の推定値を計算でき
たとは言えない． 
 次に各指標の p値を見ると，0.05を下回ったの
は micP 個数の MPW と切片のみであった．推定

にはMPWのみが用いる指標として有意であると

いえる．また，micP質量に関して，工業地面積は
MPWに比べて 0.05は上回ったものの低い値を示
した．ここから河川中の micP を推定する際には
工業地面積がMPWに比べて有用ではないかと推

察できる． 
 最後に標準化係数に着目すると，比流量はmicP
個数・質量両方でマイナスの値を示した．つまり

比流量が多くなるほど河川中のmicP量の密度が少なるためと推察される．  
 ．結論 

 河川中のmicP量と複数の流域の指標を表すデータを用いて重回帰分析を行い，どの指標と関係性があるかを調べた．
指標間の独立性及び micP への関係性の有無を考慮して，河川中のマイクロプラスチック個数と MPW に関係性がある

ことが示された．また，micPの観測個数と質量での推定結果を比較して，観測個数の方が重相関・グラフ等から高い相
関が見られた．一方で十分な精度で推定をおこなうことができたとはいえず，今後の改善が必要と考えられる 
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図-2 マイクロプラスチック個数 
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図-3 マイクロプラスチック質量 
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